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三菱重工で開発中のマイクロ炉（以下、三菱マイクロ炉）に対して、マルチフィジックスの原子炉シミュ

レーション環境である MOOSE を用い、炉心材料に高配向性グラファイトブロックを適用した全固体原子炉

の熱解析を実施した。 

キーワード：マイクロ炉 

1. 緒言 

三菱マイクロ炉[1]は、原子炉の事故要因を極力低減するた

めに、原子炉冷却材を用いず、炉心材料の熱伝導で発電系に熱

輸送する全固体原子炉コンセプトを採用している（図 1）。本

稿では、 MOOSE (Multiphysics Object Oriented Simulation 

Environment)を用いた全固体原子炉の予備的な熱解析結果を

報告する。 

2. 炉心熱解析 

2-1. コード開発環境 

MOOSE は米国アイダホ国立研究所が開発した原子力分野向け

解析コード開発環境である[2]。MOOSE には、伝熱や流動など複

数の物理現象の解析機能が標準実装されており、コード開発者は

解析目的に応じた機能を選択するのみで実行ファイルの生成が可

能である。また、コード開発者は標準機能を基に容易に機能追加

が可能である。 

2-2. コード開発及び解析結果 

三菱マイクロ炉の炉心材料は高熱伝導かつ異方性熱伝導の性

質を持つ高配向性グラファイトブロックを採用する計画である。

全固体原子炉の炉心温度評価のために、MOOSEの Heat Conductionモジュールを基に異方性熱伝導の評価が

可能な 3 次元場の熱伝導解析コードを開発した。予備的な炉心熱解析の結果、燃料から発電系伝熱管まで適

切に熱伝導で熱輸送され、炉心温度は黒鉛の温度基準の目安である 1600℃以下の見込みを得た。 

3. 結論 

MOOSE をベースに炉心温度評価用の解析コードを開発し、全固体原子炉内の炉心温度分布を把握した。

今後、三菱マイクロ炉のプラント評価に必要な物理現象を特定し、その評価機能を実装する計画である。 
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図 1. 三菱マイクロ炉の構成案 

（2024年 9月時点） 

図 2. 炉心温度評価結果 
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